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図
書
館
の
豊
富
な
情
報
を
も
と
に
、
希
望
の

図
書
の
検
索
や
、
探
し
物
や
調
べ
物
の
お
手
伝

い
を
す
る
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。「
干
し
柿
が
う
ま
く
結
べ
な
い
。」

「
朝
ド
ラ
の
主
人
公
の
こ
と
を
知
り
た
い
。」「
柏

矢
町
と
い
う
駅
名
の
由
来
は
？
」
な
ど
の
ち
ょ

っ
と
し
た
疑
問
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索

で
は
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
な
疑
問
ま
で
、
一
緒

に
調
べ
ま
す
。
調
べ
た
結
果
は
国
立
国
会
図
書

館
が
運
営
す
る
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

長
野
県
民
な
ら〝
い
つ
で
も・ど
こ
か
ら
で
も
〟

無
償
で
電
子
書
籍
が
借
り
ら
れ
る
、
電
子
図
書

館「
デ
ジ
と
し
ょ
信
州
」。図
書
館
で「
デ
ジ
と
し

ょ
信
州
」の
利
用
申
込
を
す
れ
ば
、誰
で
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。小
説
だ
け
で
な
く
、

レ
シ
ピ
本
や
実
用
書
な
ど
約
２
万
点
の
中
か
ら

選
び
放
題
。文
字
を
拡
大
・
縮
小
し
て
読
む
こ

と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
調
べ
物
等

で
必
要
な
場
合
、

市
内
図
書
館
で
所

蔵
し
て
い
な
い
本
を

他
自
治
体
図
書
館
か
ら

取
り
寄
せ
、
借
り
る
こ
と
が

で
き
る「
相
互
貸
借
」も
行
っ
て
い
ま
す
。

全
国
の
図
書
館
は
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
お
探

し
の
本
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
で
も
、
あ
き
ら

め
ず
に
図
書
館
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

本
と
人
、
人
と
人
の
出
会
い
の
広
場

再
発
見
！ 

図
書
館
の
魅
力

市
に
は
中
央
、豊
科
、三
郷
、堀
金
、明
科
の
五
つ
の

市
立
図
書
館
が
あ
り
ま
す
。総
蔵
書
数
は
約
44
万
点

で
、文
学
小
説
は
も
ち
ろ
ん
、話
題
の
新
刊
本
や
ビ
ジ

ネ
ス
本
、児
童
書
、科
学
技
術
、料
理
の
レ
シ
ピ
本
な

ど
、市
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、幅
広
い
ジ

ャ
ン
ル
の
書
籍
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。書
籍
の

他
に
も
、雑
誌
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
Ａ
Ｖ
資
料
、

紙
芝
居
や
漫
画
本
な
ど
、親
し
み
や
す
い
資
料
も
数

多
く
あ
り
、興
味
や
年
齢
、読
書
量
の
多
さ
に
合
わ
せ

て
本
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、図
書
館
＝「
本
を
借
り
る
場
所
」と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、図
書
館
に
は
学
習
ス
ペ
ー

ス
や
子
ど
も
向
け
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、一
人
で
も
家

族
で
も
、の
ん
び
り
と
す
ご
す
こ
と
の
で
き
る
、憩
い

の
場
と
し
て
の
機
能
も
あ
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
学
び
へ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、人
と
本
、

人
と
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、交

流
す
る
広
場
を
創
り
出
し
、知
と
心
を
み
た
し
て
も

ら
い
た
い
―
―
。そ
ん
な
思
い
で
、本
を
き
っ
か
け
に

し
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
調
べ
物
の
お
手
伝
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
月
号

で
は
、図
書
館
を
支
え
る
皆
さ
ん
の
思
い
と
と
も
に
、

充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
や
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
魅
力
を

紹
介
し
ま
す
。

図
書
館
司
書
イ
チ
オ
シ
！ 

図
書
館
の
３
つ
の
機
能

Ｙ
Ａ
（ヤ
ン
グ
ア
ダ

ル
ト
・中
高
生
）世
代

向
け
に
勉
強
や
部
活

に
役
立
つ
本
や
、
朝
読
に
使
え
る

短
編
集
な
ど
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
ま
す
。

図書館司書
上田由美子

Voice　図書館を支える楽しみ

Voice　図書館は安心していられる場所

としょかんサポーター　
朗読協力者

久野 訓子さん

返却本を棚に戻したり、リサイクル本
の整備をしたりしています。返却本を
棚に戻していると、自分では手に取ら
ないような本に出合うことができ、本
に触れられる喜びを感じています。図
書館では何万冊もの本が来る人を待
っています。大勢の方にこの楽しみを
味わってほしいです。

絵本の読み聞かせは、本と子どもが好
きな私にとって楽しいことばかりです。
じっとお話を聞く子や元気に体を動か
す子など、さまざま年齢や性格の子ど
もたちがいて、参加する子どもの様子
に合わせて読む絵本を選んでいます。
知っている絵本でも、ページをめくるた
びに聞く側の皆さんと一緒になってド
キドキワクワクしています。

おはなしサポーター
朗読協力者

　木下 翠さん

朗読協力者…主に視覚に障がいがある人のために「音訳」（資料の読み上げ）
　　　　　　を行っています。

山本 裕圭さん

　　 涼太朗くん

子どもが読む絵本を借りに、２週間に
一度のペースで利用しています。「み
らい」はキッズスペースが部屋として
分かれているため、子どもが声を出し
ても周りを気にせずにいられるし、座っ
たり寝転んだりもでき、安心してゆっく
り本を選ぶことができます。

本を借りるには？
安曇野市や周辺市町村にお住まいの人
は、利用者登録をすればすぐに借りられま
す。0 歳から登録可能です。

一人何冊借りられる？
図書・雑誌は１０冊、CD・DVDは3点まで。
返却期限は１４日以内ですが、インターネッ
トなどで手続きすると返却期限を延長でき
ます。

貸出・返却場所は？
借りた場所以外の図書館に返却すること
もできます。インターネットで予約し、希望
の館で受け取ることもできます。

人口一人当たりの貸出数
19 市中 ２位！
令和３年度の県内市町村立図書館の人口
一人当たりの貸出冊数の平均は5.3冊です
が、安曇野市は８.１冊。読書熱が高いまちと
言えます。一方で利用者登録率は３割程度
と未登録の方が多く、貸し出しは一部のリピ
ーターにとどまっています。

学校の枠を超えてYA世代が
楽しく交流する場 「ミライ部」

今年６月には参加者が好きな
本を持ち寄って遊ぶボードゲ
ームを楽しみました。８月に
は閉館後の図書館を使った謎
解きゲームを実施予定です。

（詳細は 19 ページ）テスト
勉強以外にも、気軽に足を運
んでみてください。

中
高
生
が
楽
し
め
る

おすすめ本の案内もしていま
す。「3 歳の子と読む絵本は何
がいい？」「涼しくなる本とい
えば？」など、電話や窓口で気
軽に相談してください！

自
宅
か
ら
本
が
読
み
放
題
⁈

そ
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す図書館司書

清澤千夏

特
集

図書館の
トリセツ

数　値 順　位

（19市中）

蔵書数 444,969 冊 6 位

貸出冊数 8.1 冊 2 位

（長野県公共図書館概況より）

図書館司書図書館司書
小林実央小林実央


